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学校番号 3005 

 

令和２年度 工業科（工学系） 

 

教科 工業 科目 機械・電気系製図 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 製図 （実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

ものを製作するためには、その形や大きさを分かりやすくかつ正確に製作者に伝える図面が必要

になります。図面の指示通りに加工すれば、品物が間違いなく製作されるように、図面には正確

性や明瞭性などが求められます。日本工業規格における製図の基本的な知識と正しく迅速に図面

を作成する能力を身に付けていきましょう。 

２ 学習の到達目標 

製図に関する日本工業規格及び工業の機械・電気分野の製図に関する知識と技術を習得させ、製作図、

設計図などを正しく読み、図面を構想し作成する能力と態度を育てる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

製図に関する事象

について関心をも

ち、主体的に取り組

もうとするととも

に、実践的な態度を

身に付けている。 

製図に関する事象に

ついて思考を深め、基

礎的・基本的な知識と

技術を基に、技術者と

して適切に判断し、表

現する創造的な能力

を身に付けている。 

製図に関する基礎

的・基本的な技術を

身に付け、環境に配

慮し、製図に関する

技術を適切に活用

している。 

製図に関する基礎

的・基本的な知識を

身に付け、現代社会

における製図の意義

や役割を理解してい

る。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

提出物 

自己評価・相互評価 

等 

学習状況の観察 

提出物 

自己評価・相互評価 

等 

学習状況の観察 

提出物 

自己評価・相互評価 

等 

学習状況の観察 

提出物 

自己評価・相互評価 

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単元名 学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前 

期 

・ 

後 

期 

パッキン

押え 

・作図の基礎知識 ○   ○ a:投影図や寸法記入、機械要素など製

図に関する諸事象に関心をもち、意

欲的に取り組もうとしている。 

b: 投影図や寸法記入、機械要素など

製図など、製図に関する諸事象につ

いて思考を深め、適切に判断し、そ

の考え方を的確に表現できる。 

c: 投影図や寸法記入、機械要素など

製図など、製図に関する諸事象につ

いて、基本的な考え方や作図する方

法を身に付けている。 

d: 投影図や寸法記入、機械要素など

製図など、製図に関する諸事象につ

いて、基礎的・基本的な知識を身に

付け、現代社会における製図の意義

や役割を理解している。 

学習状況の

観察 

提出物 

自己評価・

相 互 評 価 

等 

・図の配置  ○ ○  

・各線種の使い分け  ○ ○  

・寸法記入  ○ ○  

ボ ル ト ・

ナット   

 

・ボルト・ナットの

基礎知識 

○   ○ 

・図の配置  ○ ○  

・各線種の使い分け  ○ ○  

・寸法記入  ○ ○  

平歯車 ・歯車の基礎知識 ○   ○ 

・図の配置  ○ ○  

・各線種の使い分け  ○ ○  

・寸法記入  ○ ○  

軸継手 ・組立図の基礎知識 ○   ○ 

・図の配置  ○ ○  

・各線種の使い分け  ○ ○  

・寸法記入  ○ ○  

前 

期 

・ 

後 
期 電

気
用
図
記
号 

１節 図記号 

２節 色や文字による         

定格の表示 

３節 抵抗器 

４節 コンデンサ 

コイル 

５節 半導体素子 

集積回路 

６節 文字･記号 

数値の記入 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

a : アナログとディジタルの集積回路の

正しい図記号がかけるようにする。 

b : 電気・電子の接続図や配線図は、電

気用図記号が用いられており、これら

の図記号の形状を正しい比率でかけ

るようにする。 

c : 各種半導体素子の図記号と正しい

形状比率でかけるようにする。 

d : 色などによる定格値の表示について

理解させる。 

学習状況の

観察 

提出物 

自己評価・

相 互 評 価 

等 
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Ｃ
Ａ
Ｄ
製
図 

 

１節 ＣＡＤシステム 

 

２節ＣＡＤシステムに関

する規格 

 

３節 ＣＡＤシステムに

よる製図 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

a : ＣＡＤは機械工作の分野から出発し

ており、その後あらゆる分野に普及

してきたことなど、現在までのＣＡＤ

の歴史の概要をつかませる。 

b : ＣＡＤを利用すると「精度の高い図面

がかける」「修正変更等が簡単に行

える」「保管や検索が簡単にできる」

等を理解させる。 

c : CAD に関する基礎的・基本的な技術

を身に付け、製図に関する技術を

適切に活用させる。 

ｄ : ＣＡＤは設計製図を支援する道具と

して利用するものであり、創造や判

断は人間が行うという基本理念を理

解させる。 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現  

c:技能         d:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。◎は、その中でも特に重点的に評価を行う観点である。 


